
つつじが丘・春日丘自治協議会 会則

２０２６年（令和８年）改正版

つつじが丘・春日丘自治協議会



（名称及び事務所）

第　１条

２）内に置く。

第　２条

第　３条

なお、事業の詳細は細則に記す。

2

3

第　４条

2

会を設ける。

3

第　５条 協議会に、次の役員を置く。

（１）   会　　長　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　１名

（２）　副 会 長  　 　 　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　２名

（３）　両地区基礎的コミュニティ代表者 　 　　　　 　 　    １８名

（４）　市民センタ－長　                   　             　　　　１名

（５）　生活支援センター長　　　 　　　    　　　　　 　  　    　１名

（６）　ＣＳ代表（南中学校区学校運営協議会）　　　　　　　　　　      　　　　　                 　１名

（７）　子ども育成委員会代表　　　　　　    　　   　　        　１名

（8）　事務局長　                    　　　             　　　  　 　１名

（9）　会計（１８名の基礎的コミュニテイ代表者互選又は事務局長兼務可）　　　      １名

（組織構成）

第１章　　　総　　　則

第２章　　　事　　　　業

本会は、つつじが丘・春日丘自治協議会（以下「協議会」という）と称し、事務所をつつ

じが丘市民センタ－（以下「市民センター」という。名張市つつじが丘北５番町７３番地

状況により、名張市行政と協定等に関する活動も併せて取り組むものとする。

（１）  地域の文化、環境及び健康福祉の向上に関する事項　　　

（２）  地域の防災・防犯その他生活安全の確保に関する事項　　

ターの指定管理者として同条例で定める事業（以下「受託事業」という）により 、住みよ

い安心なまちづくりを行うことを目的とする。

　　　

（目　的）

（事　業）

協議会は、第２条の目的を達成するため、住みよいまちづくりに貢献している他の機関、

団体との連携を密にし、次の事業に積極的に取り組むものとする。

協議会は、「名張市地域づくり組織条例」に基づく、つつじが丘・春日丘地域の包括的自

治組織として同条例に定める事業、及び「名張市市民センター条例」に基づく、市民セン

（３）  地域の子ども育成に関する事項

第３章　　　　組　　　　織

（４）  地域の各種団体等の事業の後援・協働に関する事項

名張市との協定書により受託した市民センター指定管理業務をおこなう。

名張市行政との協定及び契約条件の変更又は解約については、運営委員会の承認を

得るものとする。

（役　員）

協議会は、つつじが丘地区と春日丘地区（以下「両地区」という）の基礎的コミュニティ

代表者、市民センター 、生活支援センター、南中学校区運営協議会（以下「CS」という）

協議会は、各団体の代表を運営役員（以下「役員」という）とし、役員会として運営委員

協議会は事業推進のため、各種の委員会等を設置することが出来る。

及び子ども育成委員会で組織する。
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（役員の任務）

第　６条

2

3

4

5

（役員の選出）

第　７条

2

3

4

5

6

（役員の任期）

第　８条

第　９条

2

3

4

（活動費・報酬）

2

3

る。

2

3

（事務局の設置と任務）

（会議）

事務局長の任期は、第８条（役員の任期）に定めるところに準拠するものとする。

事務局長は、会長を補佐し運営委員会の会務を担当する。

基礎的コミュニテイ代表者及び事務局長は、協議会の活動費を受取ることができる。

第４章　　　会　　　議

任期途中で役員が退任した場合の残任期間の活動費は返還しなければならない。

市民センタ-長の報酬は、指定管理料より支給し、金額は運営委員会で定める。

するものとする。（応募者は様式－１用紙をもって申込む）

事務局長の選出は、協議会の推薦によるものとする。

ＣＳ代表は、ＣＳ運営委員会にて学校長が決定する。

子ども育成委員会の代表は、運営委員会で互選により決定する。

会長は、協議会の会議を開催するにあたり、必要と認めるときは、役員以外の者に参加

を求め、その意見を聞くことができる。但し、この場合議決権を与えることはできない。

各会議の議長は会議別に定める。

会長は、協議会を代表して会務を統括する。

副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けた時は、その会務を代行する。

役員の任期は、それぞれが所属する団体の定めるところによるものとする。

任期途中で役員の欠員が生じた場合の後任の任期は、前任者の残任期間とする。

役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行な

会長は４月１日から任期  1年とし、再任は妨げない。

協議会に事務局を設置し、事務局長を配置してその任にあたるものとする。

わなければならない。

協議会の会議は、総会、運営委員会、市民センター管理運営委員会、各種委員会とす

事務局長は、会長の指揮を受け関係機関・団体に名張市地域交付金の配分を行い、協

生活支援センタ－長の選出は、「生活支援センター規定」による。

議会会議録の作製・保管のほか、文章処理を行う。

基礎的コミュニティ代表者は、協議会の会務を執行する。

会計は、協議会の会計に関する全ての業務を行う。

協議会の役員は、両地区基礎的コミュニティ代表者、市民センタ-長、生活支援センタ-

長、ＣＳ代表と子ども育成委員会代表とする。

協議会会長は、両地区基礎的コミュニティ代表者の互選により選出し副会長はつつじ

が丘基礎的コミュニティ代表者の互選による選出者１名と春日丘自治会会長とする。

市民センタ－長の選出は、協議会の推薦、又は両地区より公募により協議会にて決定

第　１１条

第　１０条
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2

3

4

ない。

5

よる。

6

7

8

9

10

（運営委員会）

2

ない。

（各種委員会）

2

3

2

3

ない。

（総会）

（会計）

投票をもって成立し、投票数の過半数の賛成を得て決議する。

総会の議長は、役員の中から選出する。

総会の議事は、出席者の過半数でこれを決し、可否同数のときは議長の決するところに

総会は 、協議会役員および協力団体代表（細則に記載）（以下協議会委員という）をも

って行い、最高議決機関とする。

定時総会は、会長が招集し、毎年１回開催する。

臨時総会は、会長が必要と認めた場合、又は協議会委員の過半数からの要請があった

場合に会長が招集する。

総会は、協議会委員の過半数（委任状提出者を含む）の出席がなければ開くことが出来

（4）名張市地域づくり代表者会議（中間事業報告会を含む）関連業務。

（８）規約・細則の制定・改廃に関する事項。

会議は、第５条（役員）及び第11条第２項の者で構成し、会長が招集する会議録はその

都度作製し、両地区いずれかの地区から開示要求の有るときは、開示しなければなら

（7）委託事業の事業計画、収支予算案、事業実績、収支決算、管理運営に係わる事項。

（5）その他両地区合同で処理しなければならない事項の調整。

（6）名張市及び名張市社会福祉協議会等との連携を保つための業務。

総会の議決事項は、第13条運営委員会で定める事項について議決する。

総会の議事は、議事録を作成し保管しなけれはならない。

議事録には、議長及び総会において選任された議事録署名人２名が署名押印しなけれ

ばならない。但し自筆署名の場合はこの限りではない。

通常総会が開催できない場合は、郵送による書面決議ができ、協議会委員の過半数の

地域交付金および市民センター指定管理料の運用および会計処理を適正に行う。

第　１４条

第　１５条

第　１３条

第　１２条

協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

会計年度において決算余剰金が生じたときは、翌年度に名張市に返納しなければなら

各種委員会の活動及び運営組織、その他必要な事項は運営委員会にて定める。

協議会の会計は、「名張市地域づくり組織における会計処理要領」に従い、ゆめづくり

第５章　　　会　　　計

協議会は、事業推進のため、各種の委員会等を設置することができる。

協議会の下に常任の委員会を設置することにより、両地区の共通認識による課題解決

に向け、長期間に及ぶ活動を行い、住民の福利・福祉に貢献する。

運営委員会は次の目的を遂行するために開催する。

（1）第２条（目的）に定める事業の推進。

（2）両地区で承認された事業計画書及び予算申請書等の統合版の作成等。

（3）両自治会の統合事業実績報告書（収支決算書を含む）の作成。
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2

3

（附則）

1 この規約は、２００９年４月１日から施行する。（平成２１年）

2 この規約は、２０１１年４月１日より改正する。（平成２３年）

3 この規約は、２０１２年６月２日（平成２４年）に改正し、同年４月１日より遡及し適用する。

4 この規約は、２０１３年２月２日より改正する。（平成２５年）

5 この規約は、２０１４年３月１日より改正する。（平成２６年）

6 この規約は、２０１７年11月4日（平成２９年）に改正し、２０１８年４月１日（平成３０年）より

遡及し適用する。

7 この規約は、２０１８年4月7日（平成３０年）に改正し、同年４月1日より遡及し適用する。

8 この規約は、２０２１年3月6日（令和３年）に改正し、同年４月1日より遡及し適用する。

9 この会則は、２０２６年４月２６日（令和８年）に改正し、同年４月１日より遡及し適用する。

同つつじが丘・春日丘自治協議会「規約」呼称を「会則」に改正する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【以　　上】

前項の場合に於いては、次の総会で報告しなければ成らない。

本会則の改廃は、総会において出席者の過半数の同意を得たうえで決定されなければ

ならない。

会計監査は、協議会の定めるところとする。

（1）監査員は、協議会の会計を監査し、その結果を総会において報告する。

（2）監査員は、両地区の中から選出し運営委員会において決定する。また監査員は

　　 役員を兼ねることができない。

（3）市民センター委託事業に係わる業務監査・会計監査は、別に定める市民センター

第６章　　会則の改廃

　　管理運営委員会会則に基づく。

（会則の改廃）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【以　　上】

第　１６条

第　１７条

本会則に基づく細則は、運営委員会において審議・決定出来る。

（会計監査）
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1

2

3

　　　、 小中幼ＰＴＡ支援

4

1

則　３条

則　１条

(３)　つつじが丘祭り（人的協力支援）

(４)　春日丘地区夏祭り

この細則は、つつじが丘・春日丘自治協議会（以下「協議会」という）の会則を補足する

事項を定める。

会則第２章第３条に規定する事業の詳細を定める。

 地域の文化、環境及び健康福祉の向上に関する事項　　　

(１)　空地、空き家、名張クリ-ン大作戦、つつじが丘一斉清掃等各地域の環境に関する

　　　　　 ・介護関連講演会等

　　　 諸事業

　　【細　　則】

つつじが丘・春日丘自治協議会　細則

則　２条

（附則）

この細則は、２０２６年４月２６日（令和８年）に制定し、２０２６年４月１日（令和８年）より

（３） 南北サロンカレ-亭代表者

（４） 民生委員・児童員代表者

（５）その他地域活動事業代表者（紙芝居「ひこう船」・オレンジ夢リレ－チ-ム）　

（8）　今後地域活動事業として登録認定された団体

会則第２章第３条　第４章第１２条に規定する協力団体の詳細を定める。

（１） おじゃまる広場事業代表者

（２） 子ども通学交通支援団体代表者（コアラ）

(４)　高齢者見守り事業支援（南北サロンカレ-亭）

(5)　放課後児童クラブ（クリスタルジュニア－）事業支援

(6)　その他地域諸活動事業（紙芝居・オレンジ夢．ｅｔｃ）

(7）　スポ-ツ少年団への事業支援

　　　 プログラミング授業、放課後児童教室、人権講演会支援、命の授業支援

 地域の各種団体等の事業の後援・協働に関する事項

(１)　おじゃまる事業支援（未就学児、母親の交流・赤ちゃんスマイル・おにぎりクラブ）

遡及し適用する。

(２)　生活支援センタ-への事業支援（は～とバス運行）

(３)　民生委員、児童委員協議会への支援

地域の防災・防犯その他生活安全の確保に関する事項　　

(１)　防災講演会（多種）、防災訓練、避難訓練、救命講習会、青パトの運行

(２)　その他生活に関連する諸事項

 地域の子ども育成に関する事項

(１)　子どもフェスタ、挨拶運動推進、交通標語掲示、「地域を良くするPJ」活動、

(２)　地域の健康福福祉に関する事業（以下細目）

　　　 　　・ず～っと元気教室・ウォ－キング・特定健康診断・特定健康診断結果報告

　　　 　　・食中毒予防研修会・健康フェスタ・集団がん検診・オレンジモア
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